



























































井上円了『哲学一夕話』（1886） ！52 平沼淑郎『論理学』（1886） 55
井上円了置哲学要領』（1887） 232
清沢満之『純正哲学』（1888） 197









申島力造『ラッド氏認識論』（1898） 310 高山樗牛『論理学』（1898） 107
? 松本文三郎『哲学概論』（1899） 291
30桑木厳翼『哲学概論』（1900） 318…?
井上哲次郎『認識と実在…』（1901） 219 中島力造『論理学講義』（1901） 99
40朝永三十郎『哲学綱要』（1902） 164 桑木厳翼『論理学綱要』（1902） 133
大西祝『論理学』（王903） 1U

































哲学書13種 468（59．3） 321（40．7） 789
論理学轡18種 356（55．6＞ 284（44．4） 640















用語のパターン 西周と初版の用語 それ以外の耀語 異なり語合計
哲・論・辞共通 157（80．1） 39（19．9） 196





哲・辞共通 126（60．3） 83（39．7） 209
論・辞共通 52（66．7＞ 26（33。3） 78
哲学書のみ ／53（47．4） 170（52．6） 3231系統
ﾌみの
p語
論理学書のみ 1！5（37．6） 191（62．4） 306
哲学辞典のみ 172（41．2） 245（58．8） 417




















































所在文献数 出典なし E漢三諦見 出典あり 新義・分立 所属語数
13種 1 0 0 0 1
11種 0 0 1 0 1
10種 0 0 1 0 1
9種 0 0 1 0 1
8種 2 0 1 0 3
7種 3 0 1 1 5
6種 5 4 3 0 12
5種 5 1 0 0 6
4種 4 4 4 1 13
3種 10 3 15 4 32
2種 12 17 19 5 53（30．3）
1種 18 19 8 2 47（26．9）













































































































































































































所在文献数 爾典なし 『漢詞』未見 出典あり 新義・分立 所属語数
8種 1 0 0 0 1
7種 0 0 1 0 1
6種 1 1 1 0 3
5種 o 2 2 0 4
4種 3 2 4 0 9
3種 8 3 8 1 20
2種 14 13 25 4 56（32．9）
1種 22 32 20 2 76（44．7）














































































































































所在文献数 聖典なし 『漢詞』未児　　　出典あり 新義・分立 所属語数
6種 0 1 0 0 1
5種 0 2 0 0 2
4種 0 9 0 0 9
3種 0 9 1 0 10
2種 1 31 4 0 36（18．8）
1種 5 1！4 ！0 4 133（69．6）























































































































































































　　［コ＋象　（3語）　　 対象　 写象　 手舎象
　これらの語は，専門語としての用法がその原点であったかと思われるが，哲学・論理学の分野
以外で使われることもあるので，ただちに哲学書と論理学書に由来する薪造語とは断言できな
い。しかし，「□＋点」「口や覚」「［コ＋感」「［コ＋象」などの用語グループは，現代諮に与える影
響が大きいので，今後も，このような類型酌な造語の様相を追究すべきである。
　三字語では，薪一個体」「絶対我」F至高善」「至高美」の4語を除いて，その他は，いずれも接
辞性一字語基を持つor［］＋三型の語構成となっている。このうち，［］自＋法（15語），□［コ＋論
（7語），［■｝的（4語），臼□＋性（3語），□口＋律（3語），口□＋力（2語），［］□＋界
（2語）といったパターンの三字語は，『字彙』初版のときからすでに見られるものであるが，□
［］＋化（人格化，特殊化），［コロ＋観（世界観，楽天観），□□＋点（過渡点，娼発点，立脚点）
の3パターンは，明治初期以降の新しいものとして注i］に値する。ヂ［コロ＋化」については，『字
彙』初版には，「開化］f分化」「溶化j「漸化」などの二字語が見られたものの，哲学書の範囲
88
で，三字語の貸コ［1］÷化」が現れたのは，20世紀に入ってからのことである。ヂ入格化」（井上
1901）と「特殊化」（淀野1907）の用例は，接尾辞「〔〕［コ＋化」の用法がいよいよ確立されるこ
とを示している。また，「□□牽観」については，西周の造語には，「主観」「客観」「旧観」「彼
観」などの二字語があっただけで，まだ三字語での使用は見当たらなかった。そのため，哲学書
「松本1899」にある「世界観」の用例は，現在のところ最も早く，重要視すべきものである1G。
「［1］□＋点」については，前述した「□＋点」の二字語と関連させて考えると，明治前期に，XX
字語の創娼とともに，しだいに，「自臼÷点」の形でi－Itti語の造語にも生かされるようになった
ようである。「立脚点」（金子1895），「出発点」（桑木／900），「過渡点」（井上1901）などの初出例
を見ると，いずれも明治後期のものである。
　四字語では，『字彙』初版のときと同様に，相変わらず，類型的な造語が数多く見られる。そ
の中で，□営÷名辞（7語），〔■D　一y命題（7ケ年，□□＋哲学（3語），□□＋作用（3語），〔］
［1］＋主義（2語）などは，初版にも見られるパターンである。これに対して，口［コ＋対当（大小
対当，反対対当，矛盾対当），［コ〔］＋推論（間接推論，直接推論），□臼＋判断（間接判断，直接
判断），［］□＋経験（間接経験，直接経験）などは，明治初期以降の新しいパターンといえる。
しかし，明治初期以降の四字語は，『字彙』初版にあったような既存の四掌語のあいだを埋めな
がら造られていたこともあって，類型的な造語の数は，しだいに減少する傾向が現れていた。
　（3）初期2文献と『字彙』初版の影響関係
　本稿では，主として，丁丁と『字彙』初版以降の新畠語に焦点を当てている。しかし，とりあ
げた諸文献のうち，明治初期の「戸田1879」と「鈴木1879」は，『字彙』初版（1881）よりも早く
出版されていたので，この2文献と『字彙』初版の用語間の影響関係に留意する必要がある。筆
者の調査によると，「芦田1879」にはなかったが，次の16語は「鈴木18791と『字彙』初版で共
通に見られる用語である。タイプ別にあげると，
　　「出典なし」　　　聞接　個体　前提　理由
　　「『漢言魂未見」　　格率　三才／帰謬法　真反対　特異性
　　「出典あり」　　　異議　結果　集合　矛盾　論法
　　「新義あり」　　思想　成分
のようになる。これまでに，「鐵典なし」と「『漢詞』未見」タイプの9語については，『字彙』
初版の新造語として扱われることが多かったが，この結果によると，『字彙』初版ではなく，論
理学書「鈴木1879」を初出文献とすべきである。「新義あり」タイフ．の「思想」と「成分」につ
いても，「鈴木187gjの用例b）ほうは『字彙』初版より早い。
8．おわりに
　本稿は，明治初期以降の哲学と論理学の新出語，および，その初嵐文献を特定することを主な
li的としている。今回の考察によって，明治初期の西周と『字彙』初版の用語は，初期以降にお
いても，中心的な役割を果たしていることを再確認した上，初期以降の新造語として，200語近
くリストアップできた。また，哲学用語の汎用的傾向に対して，論理学用語が専門性に傾いてい
89
るという特徴についても指摘した。ただし，哲学と論理学以外でも使われるような汎用性の高い
用語については，哲学書と論理学書における初年文献が明らかにされたとしても，ただちに初出
例であるとは性病できない場合が多い。ここで，『剛盛大」などの辞典類と照合して，現段階で
の初出例をあげておいたが，今後の検：証と修正は不可欠である。
???
??
5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
詳しくは本誌12号に掲載した朱京偉（2002）を参照。
調査に胴いた文献の原本は，主として国会畷書館の蔵本を利用したが，一部は昭和以後の活字
本を用いたものもある。なお，研究対象の選定にあたって，表1に掲げた諸文献のほか，明治
初期の文献を中心に，次の哲学書と論理学書の用語についても国会図書館の蔵本によって調査
を行った。年代順に掲げておく。
◇哲学書
吉田五十感温編（1880）ド西哲ノ1・伝』吉田五十穂刊／LLI口松五郎訳述（！884）ゼ哲学原理』加藤正
七刊／有賀長雄訳（1884）『訳解・近世哲学」弘道書院／和田滝次郎訳（1884）『哲学通幽草石川
書房／有賀長雄（1885）『聖門哲学論』丸善商社書店／中江篤介（1886）『理学鈎玄』集成社／鳥
居枕訳（1887）『哲学一斑』普及舎／辰巳小二郎（1887）『論敵哲学要義』哲学書院／菅了法
（1887）『哲学論綱』集成社／今井恒郎訳補（1887）階学階梯」群…英和／田島象二（1888）『哲学
問答』東雲堂／高橋五郎訳（1890）『現今唯物論」秀英舎／伴山三郎（1890）『哲学大意」博文館
／渋江保（1894）『哲学大意』博文館／井上円了講述（1894）『純正哲学』（哲学館第一学年講義
録）／前田長太訳（1896）『哲学息綱』文海堂／普及舎編（1897）『哲学問答』（新撰百種第一編）
／中島力造（1900）『現今の哲学問題』普及舎
◇論理学書
清野勉（1883）E幽幽哲学緒論函嶽山楼／坪井虚日（1883）『論理学講義一一演繹法帰納法一』酒井
清造，岩本三二刊／今井恒郎訳（1887）『応用論理学』博聞社／松本源二郎（1888）『論理学講
義』兵林館／清野勉（！890）『経世危雷（帰納論理）」哲学書院／千頭清臣（1890）『論理学入門』
敬遠社／服部宇之吉（1892）『中等論理学』富山房／富山房編（1896）9論理学問答』（普通学問
答全書第18篇）／田口義治編（！897）駐論理学問答』大阪吉岡本店／有賀長雄（1898）『論理学講
義』明治法律学校講法会／清野勉（1903）『論理学』（哲学館第15学年度高等科講義録）
用語抽繊の基準は，紙幅の関係で省略した。詳しくは，朱京偉（2002）の3．1を参照。
表記の便宜上，それぞれの文献名は著者名と画暦の出版年で示した。このうち，井上円了の
『哲学一夕話』と『哲学要領』は，ともに明治19－20年（1886－87）の間に幽版されたが，区別
しやすいように，『哲学一一一一一夕話」を「井上1886」と表記し，『哲学要領』を「井上1887」と表
記することにした。なお，三宅雪嶺の『哲学点滴』と『論理学』はともに明治22年（1889）に繊
版されているが，略称ではとくに区別せず，2轡ともに「三宅188gjと表記することにした。
「出典あり」「鐵典なし」「『漢言禰乗児」の3タイプは，朱京偉（2002）の分類と完金に一致して
おり，それぞれ，「古い漢籍に出典がある語」，ド『漢語大詞典』にあるが，漢籍の出典がない
語」および「ゼ漢語大詞典』に収録されていない語」の略称にあたる。また，今圏の調査の実
情に応じて，もとの「新義あり」タイプに，「新しい意味に転用された語」（新義）と「日中葡
国で別々に造られ，たまたま同形になった語」（分立）の両方を含ませ，「新義・分立」タイプ
としたのである。分類の詳細については，蝶結偉（2002）の3．2を参照されたい。
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6　（普及含1885）とは，明治18年（！885）に出版された普及含編徽育・心理・論理術語詳解』と
　　いう術語集の略称である。『字彙昌初版以降の哲学辞典類の用語と哲学・論理学書の用語を照
　　合してみると，ほとんどの新出語は，哲学・論理学書のほうに早く現れている。しかし，「種
　　差」「論式」「抽象名辞」の3語は（普及舎1885）での稽例が哲学・論理学書よりも畢い用例と
　　なっているので，その通りに掲げた。
7　このことについては，森岡健二（1991）は「再生転用」と呼び，自著の中で，「〈再生・転用〉と
　　は，すでに古語・廃語となった過去のことばを，そのまま再生したり，あるいは新しい意味に
　　転用したりして，復活する場合のことをいう」と説明している（同書p25！）。本稿でいう「古
　　い漢籍にある語」（略して「漢籍語」とする）は，森岡氏の考え方と一一一一・致するものである。
8　薪義の発生をとらえるチェックポイントについては，朱京偉（2001）を参照。
9　ただし，「論理学書のみ」の「『漢罰』来見」タイプの語に関しては，全語数の166語ではな
　　く，2種以上の論理学書に見られる52語だけを取り入れた。本稿の6．1を参照。
10　朱京偉（2002＞によると，「世界観」の初出例は，同文館編『哲学大辞蠣（1912）にあったほか，
　　「人生観」と「歴史観」の初謁例は，それぞれ，徳谷豊三郎ら編『普通術語辞藁』（1905）と朝永
　　三十郎編『哲学辞典』（1905）に兇られる。
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樺島忠夫・飛田良文・米川明彦編（1984）予防大正新語俗語辞典』東京堂出版
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JaPanese　Linguistics　18（October，　2005＞　71－93 ｛Article）
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　　　　　　　ZHU　Jingwei
Beijing　Foreign　Studies　University
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keywords
historical　lexicology，　academic　term，　phiiosophical　term，　loglc　term
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　　In　his　treatise　published　in　tlte　No．12　issue　of　JaPanese　Linguistics，　2002，　journa｝　this　attthor
made　an　investigation　of　the　entries　in　dictionaries　of　philosophy　during　the　Meiji　era．　ln　the
treatise　tke　author　made　hls　first　attempts　to　determine　the　period　when　the　modern　phllosophicai
terminoiogies　came　to　be　established，　aRd　focttsed　his　analysis　on　the　phllosophical　terminologies
in　the　works　by涌shi　Amane　in　the　f玉rs£edi£ion　of　the：Tetsztgaleu－iii（『哲学字彙』）．
　　　’IIJ｝is　thesis　alms　to　further　the　study　of　the　new　the　philosophical　terms　t）hat　came　into　beiRg
譲er　Nlshl　Amane　and　af匙erξhe　p醐ica£ion　of£he薮rst　editlo薮of　the　7珍繍8謙卿鼠『哲学字剣）．In
writing　the　thesis　the　author　selected　31　volumes　of　philosophical　and　logic　works　publisked　in　the
Meiji　era　and　studied　and　classified　the　professional　terminologies　in　them，　before　finally　picking
out　200　new　philosophical　terms　that　came　into　use　after　the　Meiji　era．　On　the　basis　of　this　he
classified　the　new　phiiosophical　terms　lnto　four　groups，　made　analysis　of　each　group，　and　finally
pinpointed　tke　earliest　examples　representing　the　four　groups　respectively　in　pkilosopkical　and
logic　works．
　　　It　is　this　attthor’s　view　that　in　judging　the　exact　time　of　first　appearance　of　an　example　word，
the　methodology　adopted　in　this　thesis　is　applicable　only　iR　the　professional　fields　of　philosophy
and　logic，　｝lowever，　beyQRd　these　two　fields，　further　verhication　is　necessary　prove　that　those
indeed　were　the　times　ehose　terms　made　their　first　appearance．
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